
1 4

1 2

Start No. Start No.

✔ 1 11 1

8 2 ✔ 2

10 3 ✔ 3

✔ 4 10 5

10 5 ✔ 7

✔ 6 ✔ 8

✔ 7 ✔ 9

DNP 8 ✔ 10

DNP 9 24 11

13 10 17 12

✔ 11 14 13

17 12 ✔ 14

✔ 13 DNP 15

✔ 14 ✔ 16

✔ 15 DNP 17

✔ 16 ✔ 18

✔ 17 ✔ 19

✔ 18 ✔ 21

Country Min Action Country Min Action

KOR 5 PC

JPN 28 FG

KOR 32 PS

KOR 59 FG

KOR 63 FG

14 10 9 4

26 28 5 1

1-2

日本
サークル内侵入

韓国
23m侵入

UMPIRE

監督

星　卓

草　薙　和　輝（GK）

井　川　大　地（GK)

村　田　和　麻

星　　　　　卓

佐　藤　雅　浩

山　口　広　基

佐々木　　　蓮

安　部　竜　之　介

大　橋　雅　貴

大　田　公　平

JEONG YOUNGSEOK

HYUN JIGWANG

SEO INWOO

Name

0-1

寺　本　祐　治　

YOU SEUNGJU

監督

MIKE GERWIG(GER) YOU SUOLONG(CHN)

YOU SEUNGJU 1−3

SEO INWOO

Score Name

1-4

YANG JIHUN

日本
シュート数

韓国
PC数

RIM JINKANG 13G

1-1

JANG YOUNG SEO

Score

UMPIRE

HWANG WEONKI

膳　棚　大　剛

LEE SEYOUNG(GK)

YU HOYEON

YOU SEUNGJU

KIM JUNG HOO

YOON DONGHYEON

古　川　湧　基 LEE JUNGJUN

 吉　原　平　太 40G IM SEUNGHO

HWANG TAEIL 52Y

LEE MOOKYOUNG

松　尾　賢　治 CHOI YANGRAK

森　　　洋　平 41G,50G CHOI JIHUN

原　田　拓　郎

Card

草　野　大　介 LEE BEOM RYEOL

川　瀬　成　宏 YANG JIHUN(Cap)

Full Time - 韓国

Name Card Name

日本1敗

天      候

試    合 予選プール　第１戦 通算結果

JAPAN Half Time - KOR

日本

男子ジュニアホッケー　第7回男子ジュニアアジアカップ
日    付 2012年5月3日 18:05～19:30

晴れ

Country RESULT Country

場　　所 STADIUM HOKI MBMB,MELAKA



【戦評】

　強い西日の差す中、第7回ジュニアアジアカップのオープニングゲームが韓国のセンター
パスで開始された。立ち上がり日本はハーフプレス中心で粘り強い守備をするが、前半6分
に韓国のスピードに乗った攻撃でPCを取られると韓国の#14にフリックシュートを決められ、
先制を許す。すぐさま同点に追いつきたい日本は#7吉原、#4森が韓国のお株を奪うスピー
ドのある攻撃でサークル侵入を試みるも韓国の堅い守備に阻まれる。前半22分にPCを得た
が#17膳棚のゴール右上を狙ったフリックシュートは韓国GKのファインセーブによってゴール
を割ることができない。だが、アグレッシブな攻撃を続けた日本は前半28分に#6古川がライ
トサイドからサークルインしてパスをしたが、韓国DFの足にボールが当たり、PCかと思われ
た瞬間、こぼれ球を#14星がダイレクトヒットシュートで同点にする。このまま同点で折り返し
たい日本であったが、前半３２分に自陣での不用意な横パスを韓国FWが見逃さずパスカッ
トをしサークル侵入をされ、たまらず飛び出した#11GK井川が相手を倒してしまいPSを取ら
れると韓国#2にしっかりとゴール左上に決められ、前半が終了した。
　後半なんとしても同点に追いつきたい日本は両SBの積極的なオーバーラップから怒濤の
攻撃を繰り返し前半7分に得たPCで相手DFの陣形を分析したバリエーションでシュートを放
つもまたしても相手GKに阻まれる。後半24分に本日3本目のPCを得たが、パッサーのコー
スがずれ、後ろにそらしただけだったが審判の不可解な判定で相手ボールになり、速いリス
タートからカウンターアタックになり、韓国#14にリバースヒットシュートを決められ点差を広げ
られる。完全に日本ペースではあるが、後半27分に得たPCでもストップが上手くできず、再
度PCを得ようと#13村田がドリブルで仕掛け相手DFの足に当たったと思われたが、ホイッス
ルが鳴らず、またもやPCからのターンオーバーで追加点を許してしまう。最後まで諦めるこ
となく怒濤の攻撃を続ける日本であったが韓国ゴールをこじ開けることができず、試合が終
了した。


